
オーガナイズドセッション・ワークショップ（遠州・袋井）

施工・保全はこれからどのような方向に向かうべきなのか
日 時 令和 8 年 9 月 3 日（木）12：30〜17：30 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 教育棟 5 階 504 講義室（K 会場） 
開催方式 現地による対面開催 
概 要 
 施工・保全委員会は、建築設備の施工・運用段階における諸問題を抽出し、その解決に必要な調
査・研究活動を⻑年に亘り積み重ねてきた。⻑年の成果はガイドラインやマニュアルとしてまと
められ、学会発行図書として公開されている。 

常設委員会には、空調・給排水といった設備などを対象とする委員会、地球環境・コミッショニ
ングなどのトピックスを扱う委員会があるが、施工・保全委員会は建設プロセスを対象にしてい
るため広範囲に亘り、他の常設委員会と重複する部分が多い。一般報文として発表するとセッシ
ョンがバラバラになったり、違う会場で同時刻に重複発表になったり、活動成果を効果的に伝え
ることが難しい。このような理由からここ数年、毎大会オーガナイズドセッションを企画し実施
している。

前回までは、「建築設備における安心・安全につながる施工・保全の信頼性とは」というタイト
ルで Part5 まで行ってきたが、活動開始から 30 年という節目を迎え、「施工・保全はこれからど
のような方向に向かうべきなのか」というタイトルに変更し実施する。

昨年度終了小委員会から 6 報、小委員会中間報告 1 報、小委員会活動に伴う成果の一般報告 4
報の合計 11 報を発表予定である。これら報文を今後の施工・保全の具体的なテーマ提起と考え、
パネルディスカッションを行う。 
プログラム 司会 泉山浩郎（ハイズ PE・技術士事務所） 

主旨説明 泉山浩郎（ハイズ PE・技術士事務所・正 F） 
施工管理ツールの工種別施工計画書の実態に関するアン
ケート調査結果（その 2）

鈴木航平（ヤマト・正） 

工種別施工計画書のあるべき目次項目・内容と作成に関す
る好事例 

加藤健一郎（斎久工業・正） 

建築設備のトラブル情報の活用状況に関する研究 2024
年度の活用状況について 

前田幸輝（新菱冷熱工業・正 F） 

清掃を考慮した排水配管と掃除口に関する検討（第 1 報）
排水管洗浄の現状把握 

岡内繁和（明治大学・正 F） 

清掃を考慮した排水配管と掃除口に関する検討（第 2 報）
課題の整理と改善案 

⻄村欣英（⻑⾕工コーポレーション・正） 

空調用冷温水配管システムの⻑寿命化に関する研究 大迫孝輔（高砂熱学工業・正） 

オーガナイズドセッション①



複合化する災害・トラブル回避のための BCP・BCM の検
討小委員会 

主査：田中毅弘（全日本建築士会・正 F） 

SHASE-S 014「建築設備用ステンレス鋼鋼管のプレハブユ
ニット」規格改定におけるプレハブ製造者へのアンケート
調査結果

丹羽俊輔（ヤマト・正） 

空調用冷却水システム⻑寿命化のための設計・施工・保全
方法 

松川安樹（新菱冷熱工業・正 F） 

空調機の主要構成要素の信頼性解析の一例 笹本佳正（鹿島建物総合管理・正） 
建築設備の施工・保全における安全・品質向上手法に関す
る検討（第 35 報）労働安全衛生規則改正に伴う熱中症対
策強化に関する調査結果 

割石浩幸 
（日本技術・文化マネジメント協議会・正） 

パネルディスカッション 
「施工・保全は 

これからどのような方向に向かうべきなのか？」 

モデレータ：泉山浩郎
モデレータ副：大迫孝輔
パネラー：佐々木剛・重野佳宏・坂田実



空気調和衛生工学分野における 
DX 推進のための課題整理と提言 

日 時 令和 8 年 9 月 2 日（水）9：30〜12：00 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 300 大講義室（特別会場） 
開催方式 ハイブリッド形式 現地による対面開催およびオンライン（Zoom ウェビナー）
概 要 
 近年のデジタル技術の急速な進展に伴い、建築設備分野においても、設計・施工・運用管理の各
段階における効率化や高度化を目的とした DX（デジタル・トランスフォーメーション）の導入が
強く求められている。特に、空気調和・衛生工学分野においては、エネルギー最適化、運用高度
化、さらにはカーボンニュートラルの実現に向けて、DX の活用が極めて重要な役割を担うことが
期待されている。 

しかしながら、現状では DX の取り組みは各企業・研究機関ごとに個別に進められている段階
にとどまり、業界全体としての体系的な推進には至っていない。その背景には、①業界としての
共通目標や到達水準に関する合意の不足、②デジタル人材の不足、③デジタル技術を活かしきれ
ない組織体制や業務慣行の存在、といった複合的な課題がある。 

これらの課題を克服するためには、個別最適化にとどまらず、業界全体として DX の方向性と
目標を共有し、産官学の連携のもとで持続的に取り組む枠組みを構築することが不可欠である。 

このような問題意識のもと、空気調和・衛生工学分野における DX のあるべき姿を検討し、具体
的な推進方策を整理することを目的として、「空気調和衛生工学分野における DX（デジタル・ト
ランスフォーメーション）検討委員会」が設立された。

本ワークショップでは、設計事務所、設備会社、建設会社など各主体における DX の最新の取り
組みを共有するとともに、本委員会において整理された課題認識および学会としての提言を提示
する。 

これにより、空気調和・衛生工学分野における DX 推進の方向性について多角的な議論を行い、
業界全体の競争力向上および持続可能な社会の実現に資する具体的なアクションの検討につなげ
ることを目的とする。 
プログラム 司会 酒井 孝司（明治大学） 
1．主旨説明・背景 大岡龍三（東京大学） 
2．設計事務所の取組 関根雅文（日建設計） 
3．設備会社の取組 斎藤佳洋（新菱冷熱工業） 
4．建設会社の取組 豊原範之（大成建設） 
5．DX 推進のための空気調和・衛生工学会の提言の紹介 大岡龍三（東京大学） 
6．質疑・総合討論 小林光（東北大学） 

書記 イムウンス（東洋大学） 

ワークショップ①



 

医療施設における感染症対策のための 
空調・換気設計と運用 

日 時 令和 8 年 9 月 2 日（水）13：00〜15：30 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 300 大講義室（特別会場） 
開催方式 ハイブリッド形式 現地による対面開催およびオンライン（Zoom ウェビナー） 
概 要 
 医療施設における感染症対策のための空調換気指針特別委員会では，医療施設のエアロゾル感
染対策に係る病原体制御に特化した感染ステージごとの建築設備（空調・換気設備）の運用・維持
管理に関するガイドラインを作成することを目的として設置された。 

現行制度では，感染制御が必要となる医療施設への立入検査，指導・助言は，医療法第 25 条或
いは感染症法第 15 条に基づく実施が可能であり，また建築基準法では，有資格者の建築設備点検
を定期的に報告する制度（基準法第 12 条）がある。こうした制度では十分にカバーできていない
空気感染対策に関し，指導・助言が可能な資料の整備が求められている。 

本委員会が検討したガイドラインは，A.設計段階，B.日常的な点検，維持保全，C.平時，市中感
染時，院内感染拡大時の各々における対応など，状況に応じたいくつかのステージでの活用を想
定している。 
ガイドライン（案）は次の 5 章により構成される。 
第 1 章 はじめに 
第 2 章 エアロゾル感染に関する既往の知見 
第 3 章 医療施設のエアロゾル感染対策 
第 4 章 関連する研究課題について−将来的に研究する課題のアウトライン紹介− 
第 5 章 ガイドラインの展開について 

本ワークショップでは，現在策定中のガイドライン（案）をお示して広く関係各位のご意見を伺
うとともに，より実効性のあるガイドラインへとブラッシュアップする場としたい。 
プログラム 司会 ⻑⾕川⿇⼦（宮城学院⼥⼦大学） 
趣旨説明 委員会の主旨（第 1 章） 林基哉（埼玉大学） 
ガイドライン（案）の概要  
1）エアロゾル感染に関する知見（第 2 章） 柳宇（工学院大学） 
2）法規制について（第 4 章） 本間義規（国立保健医療科学院） 
3）国内外のガイドライン紹介（第 4 章） 尾方壮行（東京都立大学） 
4）医療施設のエアロゾル感染対策 
（第 3 章 設計のトレンド、アンケート調査） 

篠原史彦（日本設計） 

総合討論 司会 ⻑⾕川⿇⼦（宮城学院⼥⼦大学） 
ガイドライン（案）の今後の展開 

林基哉／尾方壮行／篠原史彦／山中俊夫／鍵直樹／ 
村田さやか／森本正一／金勲／魏誠浩／本間義規（司会） 

講評 大岡龍三（東京大学） 

ワークショップ② 



 

女性用トイレの利用環境の改善に対応した 
衛生器具の設置個数の決定 

日 時 令和 8 年 9 月 3 日（木）13：00〜15：30 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 300 大講義室（特別会場） 
開催方式 ハイブリッド形式 現地による対面開催およびオンライン（Zoom ウェビナー） 
概 要 

近年、公共トイレでは、男性用・女性用で衛生器具の数に差があること、特に女性用トイレで待
ち時間が⻑くなりやすいことが社会的な話題となっている。こうした課題を受けて、令和 7 年 6
月に閣議決定された「骨太方針 2025」では、女性用トイレの利用環境の改善が盛り込まれた。こ
れを踏まえ、国土交通省は、令和 8 年 6 月に「トイレの便器数に係る基準と適用のあり方に関す
るガイドライン」を策定した。このガイドラインでは、男女の性差を踏まえ、トイレの待ち時間が
平等になるように、原則として、利用者が概ね男女同数である施設においては女性便器数が男性
便器数（大便器と小便器の合計）以上となる基準とすることが示された。 

本学会でも、こうした社会的要請に対応するため、「衛生器具の設置個数に関する学会提言検討
特別委員会」を設置し、SHASE-S206-2019 技術要項・同解説の見直しを進めている。本ワークシ
ョップでは、「女性用トイレの利用環境の改善に対応した衛生器具の設置個数の決定」をテーマに、
年度内に公表予定の学会提言（案）をわかりやすく紹介するとともに、参加者から広く意見をい
ただきたいと考えている。また、提言公表後にどのように実務へ広げていくか、今後どのような
検討が必要かについても議論し、より使いやすく実効性のある考え方につなげる場としたい。 
プログラム 司会 高橋未樹⼦（コマニー） 
趣旨説明 小瀬博之（東洋大学） 
「トイレの便器数に係る基準と適用のあり方に関する 

ガイドライン」について 
村田遊（国土交通省） 

新たな衛生器具の設置個数の決定（案）と従来との比較 小瀬博之（東洋大学） 
到着率や許容待ち時間の捉え方 木下芳郎（日本工業大学） 
占有時間の考え方 高橋未樹子（コマニー） 
用途別算定例①任意利用形態 疋田篤史（ベクトル総研） 
用途別算定例②集中利用形態（集客施設等） 安澤百合子（日建設計） 
独自基準算定例（高速道路 SA） 馬屋原敦（中日本高速道路） 
質疑・討論 モデレーター：光永威彦（明治大学） 
まとめ 小瀬博之（東洋大学） 

 

  

ワークショップ③ 



「BEST」によるエネルギー 
シミュレーション技術の体験と活用

日 時 令和 8 年 9 月 3 日（木）14：00〜17：00 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 教育棟 2 階 201 講義室（F 会場） 
開催方式 ハイブリッド形式 現地による対面開催およびオンライン（Zoom ウェビナー）
概 要 

建築物の総合エネルギーシミュレーションツール「BEST」は、建築外皮・躯体と設備・機器等
の空調、換気、照明、給湯、給排水、昇降機等をも含めた建物全体のエネルギー消費量を計算出来
るシミュレーションプログラムである。2005 年に産学官が連携して開発を始め 20 年が経過した。
2008 年に専門版（初版）がリリースされ、その後さまざまな改良とバージョンアップを重ね、2020
年には建築物省エネ法における大臣が認める省エネ計算プログラムとして認定された。BEST の
特徴は、建築と設備の連成計算、時々刻々計算される負荷条件下で設備の稼働特性を精緻に算定
するプログラムという点にある。建築物の省エネルギー化にとどまらず、脱炭素エネルギーを如
何に効率良く活用するか、将来の気候変動による室内環境への影響など、多岐にわたる社会課題
に応えるプログラムである。 

本ワークショップは３部構成で、それぞれどのパートからでも参加できる構成としている。は
じめに、エネルギーシミュレーションの概要を説明し、第 1 部では、身近な熱中症対策と BEST
住宅版の操作体験デモンストレーション、第２部では、シミュレーションの先進的な使い方とし
て、外部プログラムとの連携による多様な外皮評価、固有の機器特性を再現する精緻な設備計算、
自動的に機器能力を設定してエネルギー消費量を算出、データ連携によるシミュレーション活用
など実例を紹介する。第 3 部では、シミュレーションの活用として、設備システム入力の新しい
考え方、BEST で可能な建築シミュレーションと利用技術、BEST の計算結果を起点とした設備検
討などの応用例を説明する。最後に、これからのシミュレーションのあり方について意見交換の
時間を設ける。本ワークショップはパソコンを持参していただき、シミュレーション技術を体験
出来る場としたい。 
プログラム 司会 ⻑⾕川 巌（日建設計） 
エネルギーシミュレーションの概要 石野久彌（東京都立大学） 
【第一部】熱中症と住宅のデモンストレーション 
BEST で考える住宅内の熱中症対策 下ノ薗慧（国立保健医療科学院） 
BEST の体験とデモンストレーション 佐藤誠（佐藤エネルギーリサーチ） 
【第二部】シミュレーションプログラムの先進的な使い方 
光環境解析（Radiance）連携による多様な外皮の評価 大木泰祐（大成建設） 
機器特性による精緻な設備計算 上岡弘明（日建設計） 
実務に役立つ自動容量設計 二宮博史（日建設計） 

ワークショップ④



データ連携によるシミュレーション活用 品川浩一（日本設計） 
【第三部】シミュレーションの活用とこれから 
設備入力の新しい考え方 ⻑井達夫（東京理科大学） 
BEST で可能な建築シミュレーションと利用技術 郡公子（宇都宮大学） 
BEST の計算結果を起点としたコージェネレーション検討 飯田玲香（日建設計） 
意見交換とまとめ 

能登半島地震被害調査からみえてきたこと 
日 時 令和 8 年 9 月 4 日（金）9：00〜11：30 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 300 大講義室（特別会場） 
開催方式 ハイブリッド形式 現地による対面開催およびオンライン（Zoom ウェビナー）
概 要 

2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分頃，石川県能登地方にてマグニチュード 7.6，最大震度 7 の地震
（震源：北緯 37 度 29.7 分，東経 137 度 16.2 分，深さ 16km）が発生した。空気調和・衛生工学
会では，調査団を発足し、国土技術政策総合研究所，建築研究所，建築設備技術者協会および建築
研究コンソーシアムと連携し，地震被害調査を実施した。調査対象は、石川県および富山県にお
いて建築物に設置されている設備機器とし，その被害の概要及び，地震後の継続使用性の実態を
把握することを目的に実施している。調査内容は、学会 HP に調査報告書として掲載され、その一
部は学会誌も紹介されている。その後、設備耐震小委員会にて【被害と対策】と【復旧と継続使
用】の視点で分析を進め、新たな提言を検討している。 

そこで，本ワークショップは，能登半島地震で見られた建築設備被害とその対策手法を示し、復
旧の過程と継続使用性の図示化により、今後の地震後の継続使用性判断（活動できる）の指標に
つなげようと試行しており、その内容について紹介しながら、今後の建築設備耐震の課題を議論
する場として企画した。 

本ワークショップを通じて、地震後の継続使用性の実態を共有し、有効な地震対策手法や復旧
過程での備えについて理解を深める機会の提供を行う。 
プログラム 司会 坂口淳（新潟県立大学） 
第 1 部 講演 
1.地震概要と調査の難しさ 荒井安行（鹿島建設） 
2.地震被害と対策（全容） 品田直也（新日本空調） 
3.地震被害と対策（詳細） 水⾕国男（三建設備工業） 
4.復旧と機能継続性 木村剛（大林組） 
第 2 部 討論 
地震後の継続使用性と建築設備耐震のあり方 パネラー：講演者全員 

ワークショップ⑤



 

ネットゼロ・ウォーター・ビルディング（ZWB）の 

普及に向けて―定義・評価方法と新たな価値創造― 
日 時 令和 8 年 9 月 4 日（金）13：00〜15：30 
会 場 静岡理工科大学 袋井キャンパス 300 大講義室（特別会場） 
開催方式 ハイブリッド形式 現地による対面開催およびオンライン（Zoom ウェビナー） 
概 要 

地球温暖化に伴う異常気象や水ストレスの増大を背景に、世界的に水資源の保全は喫緊の課題
となっている。建築設備分野では節水や雨水・排水利用技術が進展しているが、米国、台湾、イン
ドなどでは、建物内の水収支を実質ゼロにする「ZWB（Net Zero Water Building）」という概念が
注目され、「LEED Zero」といった評価ラベルにおいても水収支の重要性が取り上げられている。
しかし、国内での ZWB に類する事例は極めて少ない。その要因として ZWB の概要と現状、さら
にその必要性や定義、評価方法、および導入による定量的な効果が明確にされていないことが挙
げられる。 

そのため本学会内に特別委員会を設置し、国内外の ZWB 動向を俯瞰し、わが国の地域性や建物
特性を踏まえた ZWB の定義および評価方法を学会指針として策定することを目指し活動をして
いる。具体的には、使用水量・代替水量・還元水量の定義整理に加え、グリーンインフラへの寄
与、災害時のレジリエンス（BCP）向上、上下水道インフラへの負荷軽減によるカーボンニュート
ラルへの貢献といった、従来の評価項目にない新たな価値創造とその定量化について検討を行っ
ている。この成果として、本学会の提言に資する成果をまとめ、日本発の ZWB モデルを世界へ情
報発信することで、世界の水問題解決に寄与するとともに本学会のプレゼンス向上を図る。 

本ワークショップではそれら検討内容を公開する。実務者、研究者、行政機関の方との積極的な
意見交換を通じ、今後の水資源活用に向けた新たな価値創造の展開について議論を深める一助と
したい。 
プログラム 司会 ⻑⾕川 巌（日建設計） 
趣旨説明 ZWB の概要と必要性 大塚雅之（関東学院大学） 
第 1 部 講演  
（1）ZWB に資する取り組み事例  
事例 1 人と空間のラボ（小規模オフィス・改修） 秋山和也（大成建設） 
事例 2 須賀工業本社（中規模オフィス） 稲田朝夫（須賀工業） 
事例 3 川崎市新庁舎（大規模庁舎・オフィス） 高橋雄太（久米設計） 
事例 4 高砂熱学イノベーションセンター（研究所） 大迫孝輔（高砂熱学工業） 
（2）建築物における ZWB に関する評価方法 鈴木拓宏（三機工業） 
（3）ZWB による雨水に関する課題解決への相乗効果  
雨を還す −雨水浸透と還元量の算定− 大⻄和也（雨水貯留浸透技術協会） 

ワークショップ⑥ 



グリーンインフラ 坂本哲（日比⾕アメニス） 
第２部 ディスカッション 
討論 パネラー：講演者＋小瀬博之（東洋大学） 

コーディネータ：⻄川豊宏（工学院大学）
まとめ 光永威彦（明治大学） 

主催：空気調和・衛生工学会 


